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研究成果の概要（和文）：　本プロジェクトは、1950年代を代表する労働争議であった近江絹糸人権争議を対象
にして労働者がどのような文化運動を生み出し、その過程で企業経営と対抗する「主体」が如何に形成されたの
かを検証した。資料を読解し、「近江絹糸人権争議直後の賃金体系をめぐる労使交渉」を執筆し、研究会や学会
で報告した。現在は投稿中である。
　さらに、海外の労働史研究とオーラル・ヒストリー研究との連携を深めるため、イギリス・グラスゴーの
Scottish Oral History Centreに訪問し意見交換を行った。

研究成果の概要（英文）：　In this study, we analyze the discourse on the human rights strike at Omi 
Kenshi Spinning Company as a representative Japanese dispute and state of the personnel system 
following the strike using historical documents and oral history of related individuals. We examine 
the cultural movement created by the workers and how workers’ subjects were formed.Our paper titled
 “Formation Process of the ‘Family Wage Concept’: Labor-Management Negotiations Following the 
Human Rights Strike at Omi Kenshi Spinning Company” was presented at meetings and conferences of 
the Japan Society of Human Resource Management and featured in academic journals.
　I visited the Scottish Oral History Centre in the UK.

研究分野： 労働史
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令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
　近江絹糸人権争議という1950年代を代表する争議とその後の労使交渉を分析した結果、人権争議を主導した労
働者の意識や労働者文化を把握することができた。民主的な労働組合の主張の中にも、人権という個人主義的な
思想と、戦後に拡大した性別役割分業意識を含む近代家族の規範が共存し、対立していることを確認できた。こ
のような恋愛・結婚観の形成と雇用システムとの関係を実証的に明らかにできたことは、戦後日本の雇用システ
ムの形成過程の把握に貢献する研究成果である。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 

 
本研究グループは、「戦後労働史におけるオーラルヒストリー・アーカイブ化の基礎的研究（基

盤研究Ｂ）2011～2014 年」に参加していた研究者の一部である。このプロジェクトの目的は
「労働史分野のオーラルヒストリーを充実させ、多くの研究者に利用可能な質的情報のアーカ
イブ化の先例を作ること」であった。 
我々は、近江絹糸事件争議関係者のヒアリング調査を担当し、オーラルヒストリー資料を作

成した。近江絹糸人権争議は、1950 年代の日本を代表する労働争議であり、労働組合の結成か
らはじまり、長期ストライキによる勝利を得ている。三島由紀夫が執筆した『絹と明察』（講談
社,1964）は、近江絹糸人権争議がモデルである。しかし、近江絹糸人権争議は記憶に残る華々
しい争議であったが、先行研究は少ない。一次史料を使った数少ない実証研究としては、上野
輝将『近江絹糸人権争議の研究－戦後民主主義と社会運動』（部落問題研究所,2009）がある。
上野氏によれば、右派労働組合である全繊同盟（全繊）の指導で勝利した争議に対して戸惑い
がある一方で、全繊の貢献が過大評価されてしまう危険性もあるので、近江絹糸人権争議は扱
いにくい研究テーマであった（労働争議史研究会編『日本の労働争議（1945－80 年）』（東京
大学出版会,1991）等）。 
我々は、前プロジェクトの際に 1998 年に大阪社会運動協会に寄贈された「辻保治コレクシ

ョン」の存在を知った。故・辻保治氏（1935～1998 年）は、近江絹糸人権争議の中心的指導
者(工作者)であり、詩人としても活躍した人物である。我々は、関係者と一緒に資料を整理し、
その目録一覧を研究誌で紹介し、（島西・下久保・谷合・梅崎・南雲（2014）や島西・梅崎・
南雲・谷合・下久保（2014））、文化活動の流れと労働争議の経緯を同時並行的に記述した（島
西・下久保・谷合・梅崎・南雲（2015））。 
 
 
２．研究の目的 

 
本研究プロジェクトは、1950 年代を代表する労働争議であった近江絹糸人権争議を対象にし

て「日本的雇用慣行」完成以前の労働社会において、労働者がどのような文化運動を生み出し、
その過程で企業経営と対抗する「主体」が如何に形成されたのかを検証する。 

 
 

３．研究の方法 
 

本プロジェクトの方法は、文書資料とオーラルヒストリーの読解である。我々は、労働者の
社会意識を分析するために近江絹糸事件争議の中心的指導者であり、詩人としても活躍した
故・辻保治氏（1935～1998 年）が大阪社会運動協会に寄贈した「辻保治コレクション」と争
議参加者のオーラルヒストリー（口述記録）を主たる資料として使う。「辻保治コレクション」
には、当時の労働者が参加していたサークル運動の記録（職場新聞、サークル誌、文芸誌）が
含まれる。 
 
 
４．研究成果 
   
本プロジェクトは、1950 年代を代表する労働争議であった近江絹糸人権争議を対象にして労

働者がどのような文化運動を生み出し、その過程で企業経営と対抗する「主体」が如何に形成
されたのかを検証した。資料を読解し、「近江絹糸人権争議直後の賃金体系をめぐる労使交渉」
を執筆し、研究会や学会で報告した。現在は投稿中である。さらに、海外の労働史研究とオー
ラルヒストリー研究との連携を深めるため、イギリス・グラスゴーの Scottish Oral History 
Centre に訪問し意見交換を行った。 
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